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絵手紙通じ火の用心
狛江消防署とコラボ

絵手紙を通じて火の用心に
関心を高めてもらおうと、2

と21日 エコルマ
ホール6階展示・多目的室で

催された絵手紙ひろばの参加
者が火災予防にちなんだ絵
手紙の創作に取り組んだ。
以前から絵手紙とのコラボ

レーションを検討してきた狛
江消防署が「絵手紙発祥の
地－狛江」実行委員会に申
し入れて実現したもの。参
加者は消火器や消防車など
の絵に火事への注意を呼び
かける言葉を添えた作品を
仕上げた。
出来上がった絵手紙はパ
ネルにして3 に狛江

消防署で催
された「消
防ふれあい
広 場 」の
会場で展示
され（写真
左）、訪れ
た人たちの
注目を集めていた。

絵手紙で交流深める
サポーターのつどい

絵手紙サポーターのつどい
が3月3 にエコルマホー

ル6階展示・多目的
室で催された。市内
だけでなく栃木県な
ど遠方から参加した

人も多く、約60人の参加者
たちは特製の桐の板に絵を描
いた後、絵手紙作家小池邦
夫さんのミニトーク（写真上）
に耳を傾け、絵手紙のすばら
しさを再認識していた。
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狛江から見える山々
パノラマ写真を設置
エコルマホール6階展示・
多目的室に狛江から見え
る山を紹介した写真パネル
（部分・写真上）が設置さ
れた。
パネルはそれぞれ幅94㌢、
高さ26㌢の4枚組みで窓ガラ
スに貼り付けられている。写
真には多摩水道橋から京王線
国領駅付近までの南西から北
西に連なる山並みが写ってお
り、富士山、丹沢、秩父など
の69の代表的な山や峠の名
前と読み方、標高が記載され
ている。その中には、三百
名山に選ばれた17の山をは
じめ山梨県にある金峰山、国
師ヶ岳など2500㍍級の山、
120㌔以上離れた南アルプス
の塩見岳なども見られる。
展示・多目的室の利用は有
料。要予約。

問い合わせ☎3430-4106
一般財団法人狛江市文化振興
事業団。

先駆的公益事業を支援
市民公益活動事業補助金

〔補助金の種類〕スタート補
助金・チャレンジ補助金
〔対象団体〕市民公益活動を
行う団体で、次のいずれにも
該当する団体。①市民が自主
的・自発的に行う不特定多数
のものの利益の増進に寄与す
ることを目的とする活動を行う
団体②営利活動を行わない団
体③宗教、政治、公益を害す
る恐れのある活動を目的とし
ない団体④狛江市に住所があ
る役員が在籍、または事務所・
活動拠点・活動範囲に狛江市
を含む団体。
※スタート補助金は、４月１日
時点で、設立から３年を経過し
ておらず、過去に同補助金の
交付を受けたことがない団体

に限る。
※チャレンジ補助金は、平成
27年度以降に交付を受けた
のが2回以内の団体に限る。
〔対象となる事業〕交付決定
日以降31年度内に市内で行
われる、先駆的で将来性のあ
る事業、または市民ニーズや
地域性に適合した特徴ある事
業（市の他の補助金等の財
政支援の対象となる事業は除
く）。
〔補助金額〕スタート補助金は
上限５万円で、チャレンジ補助
金の上限は２０万円。
〔提出書類〕①指定の申込書
②団体概要書（スタート補助

金のみ）③事業計画書④収
支予算書⑤定款または会則等
⑥名簿⑦貸借対照表（NPO
法人のみ）
〔応募締切〕５月7日 で
に狛江市地域活性課コミュニ
ティ文化係へ
〔選考方法〕公開プレゼンテー
ション方式（スタート補助金
申請団体は書類選考のみ）。
選考会は5月26 。
※詳細は市ホームページをご
覧ください。
〔問い合わせ〕☎3430-
1111狛江市地域活性課コ
ミュニティ文化係。

セイヨウア
ブラナ科に属
する菜花の一
種で、多摩
西部や川崎
市多摩区など
で昔から栽培
され、市内で
も栽培する農
家が増えてい
る。
苦みが少な

く甘みがあり、くせが少ないのが特徴。
軽く塩ゆでして、かつお節などをかけ
ておひたしにするなど和食が中心だが、
油との相性が良いため、バター炒めや
パスタの具などにも向く。
茎が手で簡単に折れる程度が食べ
頃。葉がすぐしおれるので早めに調理
すると良い。

のらぼう菜

44 月月のの
狛狛江江農農産産物物

栗山義一さんは、会社勤めを辞めて平
成18年から亡父の跡を継いで農業を始め
た。
季節の野菜を年間約20種栽培。春は
小松菜、のらぼう菜、フキ、カブなど、６
月からはトマト、ナスなどの夏野菜を販売
する。また、春から秋にかけてスイセン、
アイリス、アオイ、ヒマワリ、キクなどの切
り花を栽培するほか、清見オレンジ、ミカン、
ユズ、キンカン、カキなどの果樹も手がけ
ている。
農産物は全て直売しており、都市農地保全支援プ
ロジェクトを活用し、直売所を一新した。栗山さんは
「新しい直売所はお客さんから好評です。最近は少
人数の家庭が増えているので、量を減らし、価格を
抑えています。畑の土質に合う野菜を作っているの
で、味には自信があります」と話している。

農産物直売所農産物直売所農産物直売所農産物直売所
地元農家が丹精込めて育てた新鮮でおいしい野菜な

どが買える人気の農産物直売所を紹介します。

所在地＝東野川3-2-4
販売＝毎日（2月・3月は
隔日）
時間＝午前10時～売り切
れまで　不定休
●利用する時は小銭やビ
ニール袋を持参し、マナー
を守ってください。

みつおさ通り

松
原
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り
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交番 栗山義一さん猪駒通りの猪方四丁目バス停近くに
ある「ぐい～ど」は旬の素材を使った
一品料理やパスタ、ピッツァをワインや
カクテル、ハイボールを飲みながら楽し
める本格的なイタリア料理の店。
オーナーシェフの斎藤真さん（38）が
その日仕入れた魚介や野菜、肉などの
素材を使った日替わりのお勧めメニュー
を提供している。春はホウボウとブロッ
コリーのフリット（700円・以下税込、

写真下右）、ウニのパスタ（1,500円、
写真上左）、岩手県のブランド鶏みちの
く清流味わいどりを使ったローストチキ
ン（１,300円、写真下左）などが人気。
ベーコンと卵のピッツァ（700円、写真
上右）、大きな肉団子のトマトソース煮
込み（500円）などの定番メニューも
好評だ。ピッツァの生地、パン、ソーセ
ージ、　薫製、デザートなども自家製で
ある。地産地消にこだわり狛江産の野
菜を使うほか、畑を借りて自家栽培も

始めた。
斎藤さんは

栃木県出身で高校卒業後、
19歳から都心のイタリア料
理店で修行した後、本場の
イタリアに渡ってさらに腕を
磨いた。帰国後、独立をめ
ざして場所を探していたと
ころ、自宅の世田谷区喜多
見に近い現在の場所を見つ
け、妻の容子さんと相談し

て平成24年にオープンした。
1階はカウンター10席で、2階に10
人と6人が入れる個室2室があり、家族
連れなどでにぎわう。
斎藤さんは「料理は一
皿一皿ていねいに仕上げ
るよう心掛けています。
時間が掛かることもある
ので、できるだけ来店
前に予約をしてください」
と話している。

ぐい～ど

猪駒通り

和泉多摩川
地区センター

銀行 猪方四丁目

本場仕込みの多彩なイタリア料理
ぐい～ど

☎090-4671-4658　猪方4-4-6　営
業＝午後6時 ・ ）～11時、
月曜休み

斎藤さん

イタリア居酒屋


